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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザからの印刷指示を受け付け、印刷ジョブを接続されたプリンタに送信する情報処
理装置であって、
　ユーザからの印刷指示に応じてアプリケーションから受け取ったデータを中間データと
してスプールするスプール手段と、
前記ユーザからの印刷指示に応じた前記スプール手段によるスプール処理の後に、自装置
に接続されているプリンタから取得した識別情報を用いて、当該プリンタに対応するプリ
ンタドライバのインストール処理を制御するインストール制御手段と、
前記インストール制御手段によりインストールされたプリンタドライバに対して、前記ス
プール手段によりスプールした中間データを渡すデスプール手段と、
前記デスプール手段により渡された中間データから、前記インストール制御手段によりイ
ンストールされたプリンタドライバを用いて生成された印刷ジョブを、当該プリンタドラ
イバに対応する前記プリンタに対して送信する送信手段と、を備えることを特徴とする情
報処理装置。
【請求項２】
　検索により見つかった自装置に接続されているプリンタの一覧を表示するための表示制
御手段を更に有し、
　前記インストール制御手段は、前記表示制御手段により表示されたプリンタの一覧から
選択されたプリンタから取得した識別情報を用いて、当該プリンタに対応するプリンタド
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ライバのインストール処理を制御することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記インストール制御手段は、前記プリンタに対応するプリンタドライバを検索して、
見つかったプリンタドライバのインストール処理を制御し、
　検索する対象として、情報処理装置の備える記憶領域、情報処理装置と接続された外部
装置の記憶領域、情報処理装置と接続されたプリンタの記憶領域の少なくとも何れかを含
むことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記インストール制御手段は、前記識別情報として前記プリンタから取得したハードウ
ェア情報に基づき、当該プリンタに対応するプリンタドライバを検索して、見つかったプ
リンタドライバのインストール処理を制御することを特徴とする請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記インストール制御手段は、前記プリンタに対応するプリンタドライバが複数ある場
合、ユーザに対して何れか１つを選択させ、当該選択されたプリンタドライバのインスト
ール処理の制御を行うことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の情報処理装
置。
【請求項６】
　前記インストール制御手段は、前記プリンタに対応するプリンタドライバが複数ある場
合、プリンタドライバの属性に基づいてプリンタドライバを選択し、当該選択されたプリ
ンタドライバのインストール処理の制御を行うことを特徴とする請求項１乃至４の何れか
１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記プリンタドライバの属性は、バージョン及びコマンドタイプ情報の少なくとも何れ
かを含むことを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記プリンタドライバには、複数のモデルのプリンタが共通にもつ機能を利用した印刷
を可能とする複数のモデルのプリンタに対応できる汎用プリンタドライバ、及び単一のモ
デルのプリンタがもつ機能を全て利用できる当該単一のモデルのプリンタに対応する専用
プリンタドライバが含まれることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の情報
処理装置。
【請求項９】
　汎用プリンタドライバを優先するモードか否かを判断する判断手段を備え、
　前記判断手段により汎用プリンタドライバを優先するモードであると判断された場合、
前記インストール制御手段の制御に従う前記プリンタに対応する専用プリンタドライバを
インストール処理が行われることなく、前記送信手段が、前記デスプール手段により渡さ
れた中間データから前記汎用プリンタドライバを用いて生成された印刷ジョブを、前記プ
リンタに対して送信することを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　ユーザからの印刷指示を受け付け、印刷ジョブを接続されたプリンタに送信する情報処
理装置における印刷制御方法であって、
　ユーザからの印刷指示に応じてアプリケーションから受け取ったデータを中間データと
してスプールするスプール工程と、
　前記ユーザからの印刷指示に応じたスプール処理の後に、自装置に接続されているプリ
ンタから取得した識別情報を用いて、当該プリンタに対応するプリンタドライバのインス
トール処理を制御するインストール制御工程と、
　前記インストール制御工程でインストールされたプリンタドライバに対して、前記スプ
ール工程でスプールした中間データを渡すデスプール工程と、を有し、
　前記デスプール工程で渡された中間データから、前記インストール制御工程でインスト
ールされたプリンタドライバを用いて生成された印刷ジョブが、当該プリンタドライバに
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対応する前記プリンタに対して送信されることを特徴とする印刷制御方法。
【請求項１１】
　検索により見つかった自装置に接続されているプリンタの一覧を表示するための表示制
御工程を更に有し、
　前記インストール制御工程では、前記表示制御工程で表示されたプリンタの一覧から選
択されたプリンタから取得した識別情報を用いて、当該プリンタに対応するプリンタドラ
イバのインストール処理が制御されることを特徴とする請求項１０に記載の印刷制御方法
。
【請求項１２】
　前記インストール制御工程では、前記プリンタに対応するプリンタドライバを検索して
、見つかったプリンタドライバのインストール処理が制御され、
　検索する対象として、情報処理装置の備える記憶領域、情報処理装置と接続された外部
装置の記憶領域、情報処理装置と接続されたプリンタの記憶領域の少なくとも何れかを含
むことを特徴とする請求項１０または１１に記載の印刷制御方法。
【請求項１３】
　前記インストール制御工程では、前記識別情報として前記プリンタから取得したハード
ウェア情報に基づき、当該プリンタに対応するプリンタドライバを検索して、見つかった
プリンタドライバのインストール処理が制御されることを特徴とする請求項１０乃至１２
のいずれか１項に記載の印刷制御方法。
【請求項１４】
　前記インストール制御工程では、前記プリンタに対応するプリンタドライバが複数ある
場合、ユーザに対して何れか１つを選択させ、当該選択されたプリンタドライバのインス
トール処理が制御されることを特徴とする請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の印刷
制御方法。
【請求項１５】
　前記インストール制御工程では、前記プリンタに対応するプリンタドライバが複数ある
場合、プリンタドライバの属性に基づいてプリンタドライバを選択し、当該選択されたプ
リンタドライバのインストール処理が制御されることを特徴とする請求項１０乃至１２の
何れか１項に記載の印刷制御方法。
【請求項１６】
　前記プリンタドライバの属性は、バージョン及びコマンドタイプ情報の少なくとも何れ
かを含むことを特徴とする請求項１５に記載の印刷制御方法。
【請求項１７】
　前記プリンタドライバには、複数のモデルのプリンタが共通にもつ機能を利用した印刷
を可能とする複数のモデルのプリンタに対応できる汎用プリンタドライバ、及び単一のモ
デルのプリンタがもつ機能を全て利用できる当該単一のモデルのプリンタに対応する専用
プリンタドライバが含まれることを特徴とする請求項１０乃至１６の何れか１項に記載の
印刷制御方法。
【請求項１８】
　汎用プリンタドライバを優先するモードか否かを判断する判断工程をさらに有し、
　前記判断工程で汎用プリンタドライバを優先するモードであると判断された場合、前記
インストール制御工程での制御に従う前記プリンタに対応する専用プリンタドライバをイ
ンストール処理が行われることなく、前記デスプール手段により渡された中間データから
前記汎用プリンタドライバを用いて生成された印刷ジョブが、前記プリンタに対して送信
されることを特徴とする請求項１７に記載の印刷制御方法。
【請求項１９】
　請求項１０乃至１８の何れか１項に記載の工程をコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は情報処理装置に関し、詳しくはユーザが印刷時に設置されたプリンタの中から
利用するものを特定するだけで、効率よく印刷できるシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータなどの情報処理装置がプリンタなどの周辺装置を利用するには
、一般的にその周辺装置に対応した特定のデバイスドライバを組み込む必要がある。ここ
では、周辺装置の例としては、プリンタやスキャナなどといったものが挙げられる。した
がって、利用する周辺装置が複数台ある場合はその台数分だけデバイスドライバを組み込
まなければならず、ユーザはその度に周辺装置のＩＰアドレスを調べたり、対応するデバ
イスドライバを探してきたり、といった面倒なインストール作業を強いられてきた。
【０００３】
　そこで、近年、周辺装置の種類によらず利用可能な共通デバイスドライバである「仮想
ドライバ」が研究・開発されている。例えば、非特許文献１には、アプリケーションから
仮想プリンタドライバに対して印刷指示を出した後に、出力可能なネットワークプリンタ
を選んで印刷する方法が開示されている。この仮想プリンタドライバのみを情報処理装置
に組み込んでおくだけで、その仮想プリンタドライバが対応する複数のプリンタを利用す
ることが可能である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】ＨＰ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｐｒｉｎｔ　Ｄｒｉｖｅｒ　Ｓｅｒｉｅｓ
　ｆｏｒ　Ｗｉｎｄｏｗｓ－ｏｖｅｒｖｉｅｗ　ａｎｄ　ｆｅａｔｕｒｅｓ（ｈｔｔｐ：
／／ｈ２０３３８．ｗｗｗ２．ｈｐ．ｃｏｍ／ｈｐｓｕｂ／ｃａｃｈｅ／３４２９８８－
０－０－２２５－１２１．ｈｔｍｌ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、非特許文献１に示された仮想プリンタドライバは、対応する複数のプリ
ンタが共通で処理可能な形式のコマンドを生成し送信している。そのため、各プリンタの
機能に特化した専用のプリンタドライバを用いて印刷する場合に比べて、ユーザが選択で
きる機能が制限されてしまう。また、仮想プリンタドライバが生成・送信するコマンドを
解釈、処理できないプリンタに関しては、結局、印刷等の処理ができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、従来の仮想デバイスドライバが持つ課題を克服し、ユーザが印刷時
に設置されたプリンタの中から利用するものを特定するだけで、とくに機能制限なく任意
のプリンタの機能を十分に利用することができる手法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の情報処理装置は、ユーザからの印刷指示を受け付
け、印刷ジョブを接続されたプリンタに送信する情報処理装置であって、ユーザからの印
刷指示に応じてアプリケーションから受け取ったデータを中間データとしてスプールする
スプール手段と、前記ユーザからの印刷指示に応じた前記スプール手段によるスプール処
理の後に、自装置に接続されているプリンタから取得した識別情報を用いて、当該プリン
タに対応するプリンタドライバのインストール処理を制御するインストール制御手段と、
前記インストール制御手段によりインストールされたプリンタドライバに対して、前記ス
プール手段によりスプールした中間データを渡すデスプール手段と、前記デスプール手段
により渡された中間データから、前記インストール制御手段によりインストールされたプ
リンタドライバを用いて生成された印刷ジョブを、当該プリンタドライバに対応する前記
プリンタに対して送信する送信手段と、を備えることを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、従来の仮想デバイスドライバが持つ課題を克服し、ユーザが印刷時に設
置されたプリンタの中から利用するものを特定するだけで、とくに機能制限なく任意のプ
リンタの機能を十分に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】システムの構成図およびホストコンピュータならびに出力デバイス内部の装置構
成を示すブロック図
【図２】プリンタドライバインストーラのユーザインターフェース例を表す図
【図３】プリンタドライバ、プリントキュー、ポートの各情報とそれらの関連を表す図
【図４】一般的なプリンタドライバのインストール処理を示すフローチャート
【図５】本実施例における仮想・汎用・専用プリンタドライバのインストール処理を示す
フローチャート
【図６】印刷処理のデータフロー図
【図７】印刷処理のシーケンス図
【図８】アプリケーションおよびプリントジョブマネージャーのユーザインターフェース
例を表す図
【図９】ユーザインターフェースの遷移図
【図１０】出力準備処理のフローチャート
【図１１】汎用・専用プリンタドライバインストール処理のフローチャート
【図１２】プリントキュー整理処理のフローチャート
【図１３】プリントキュー削除処理のフローチャート
【図１４】出力デバイス特定ダイアログへ戻る場合のシーケンス図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を用いて説明する。
【００１１】
　図１（ａ）は、本発明の実施形態に係るネットワークシステムの概略構成を示すブロッ
ク図である。このネットワークシステムは、ホストコンピュータ（１０１）と、このホス
トコンピュータ（１０１）よりジョブを受信して処理する周辺装置、及び周辺装置に対応
するデバイスドライバの配信などを行う配信サーバ（１０３）を備える。これらはネット
ワーク（１０４）を介して接続されている。なお、本実施形態では、周辺装置として印刷
データを受信して印刷を行う出力デバイス（プリンタ）を挙げて説明する。
【００１２】
　図１（ｂ）は、図１（ａ）のホストコンピュータ（１０１）と出力デバイス（１０２）
の装置構成を示すブロック図である。
ホストコンピュータ（１０１）において、ＣＰＵ（１１１）は、ＲＡＭ（１１２）に記憶
されているプログラムに従って、システムバス（１１４）に接続される各デバイスを総括
的に制御している。このＲＡＭ（１１２）は、ＣＰＵ（１１１）の主メモリ、ワークエリ
ア等としても機能している。ＲＯＭ（１１３）は、各種プログラム及びデータを格納して
おり、各種フォントを記憶するフォントＲＯＭ（１１３ａ）、ブートプログラムやＢＩＯ
Ｓ等を記憶するプログラムＲＯＭ（１１３ｂ）、及び各種データを記憶するデータＲＯＭ
（１１３ｃ）に区分けして構成されている。キーボードコントローラＩ／Ｆ（１１５）は
、キーボード（１１９）や不図示のポインティングデバイス（マウス）からのキー入力を
制御する。ディスプレイＩ／Ｆ（１１６）は、ディスプレイ（１２０）への表示を制御し
ている。外部メモリＩ／Ｆ（１１７）は、例えばハードディスク（ＨＤ）、Ｓｏｌｉｄ　
Ｓｔａｔｅ　Ｄｉｓｋ（ＳＳＤ）等の外部メモリ（１２１）とのアクセスを制御する。外
部メモリ（１２１）は、オペレーティングシステムプログラム（以下、ＯＳ）（１２２）
をはじめ各種アプリケーション（１２３）、印刷処理関連プログラム（１２４）、さらに
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、不図示のユーザファイル、編集ファイル等を記憶するコンピュータが読み取り可能な記
憶媒体として機能する。なお、ここではＯＳ（１２２）としてＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｉ
ｎｄｏｗｓ（登録商標）を使用するものとする。ネットワークＩ／Ｆ（１１８）は、ネッ
トワーク（１０４）を介して出力デバイス（１０２）に接続され、出力デバイス（１０２
）との間で通信制御処理を行う。なお、配信サーバ（１０３）もホストコンピュータ（１
０１）と同様の装置構成を備える。
【００１３】
　ここで、印刷処理関連プログラム（１２４）は、本実施形態に係るプリントジョブマネ
ージャー（１２５）、仮想プリンタドライバ（１２６）及びドライバインストーラ（１２
９）などを含むプログラム領域となる。これらプログラムを任意の手段でダウンロードし
、後述するようなインストール処理を行うことで、このプログラムに基づく印刷処理が可
能となる。また、印刷処理関連プログラム（１２４）においては、情報処理装置にインス
トールされる汎用プリンタドライバ（１２７）や専用プリンタドライバ（１２８）も含ま
れることになる。仮想プリンタドライバとは、本実施形態特有のドキュメントを物理的な
出力デバイスに対して直接ではなく、間接的に印刷するために利用されるプログラムであ
る。間接的なプログラムであるため「仮想」と呼称しているが、仮想プリンタドライバ（
１２６）はＯＳ（１２２）上では一般的なプリンタドライバとして登録されるため、ユー
ザは通常の印刷作業手順に近い感覚で作業を行うことができる。一方、汎用プリンタドラ
イバと専用プリンタドライバは、一般的なプリンタドライバとして分類される。具体的に
は、汎用プリンタドライバとは、複数のモデルに印刷可能なプリンタドライバである。汎
用プリンタドライバは、対応するモデルが共通で持つ機能を利用することができる。一方
、専用プリンタドライバとは、単一のモデルにのみ対応したプリンタドライバである。専
用プリンタドライバは、対応するモデルの機能を最大限に引き出すことが可能である。
【００１４】
　次に出力デバイス（１０２）の構成について説明する。ＣＰＵ（１３２）は、出力デバ
イス（１０２）の全体の動作を制御している。ＲＡＭ（１３９）は、ＣＰＵ（１３２）の
主メモリ、ワークエリア等として機能するとともに、出力情報展開領域、環境データ格納
領域としても用いられる。またこのＲＡＭ（１３９）は、ＮＶＲＡＭ（Ｎｏｎ－ｖｏｌａ
ｔｉｌｅ　ＲＡＭ：不揮発性ＲＡＭ）領域も備えており、図示しない増設ポートに接続さ
れるオプションＲＡＭによりメモリ容量を拡張することができるように構成されている。
ＲＯＭ（１３３）は、各種フォントを記憶するフォントＲＯＭ（１３３ａ）、ＣＰＵ（１
３２）により実行される制御プログラム等を記憶するプログラムＲＯＭ（１３３ｂ）、及
び各種データを記憶するデータＲＯＭ（１３３ｃ）を備えている。ネットワークＩ／Ｆ（
１３８）は、ホストコンピュータ（１０１）との間で印刷ジョブやステータスなどのデー
タの送受信を行う。印刷部Ｉ／Ｆ（１３６）は、プリンタエンジンである印刷部（１３７
）とのインターフェースを制御している。外部メモリ（１３４）は、外部メモリＩ／Ｆ（
１４０）によりアクセスが制御されており、オプションとして接続されるハードディスク
（ＨＤ）、Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｉｓｋ（ＳＳＤ）等を含んでおり、フォントデー
タ、エミュレーションプログラム、フォームデータ等を記憶する。さらに、本実施形態に
係る専用プリンタドライバ（１２８）を記憶することも可能である。なお、ハードディス
ク等の外部メモリ（１３４）が接続されていない場合には、ＲＯＭ（１３３）のデータＲ
ＯＭ（１３３ｃ）に、ホストコンピュータ（１０１）で利用される情報等を記憶すること
になる。なお、この外部メモリ（１３４）は１個に限らず複数備えるものであってもよく
、例えば、内蔵フォントに加えてオプションフォントカード、言語系の異なるプリンタ制
御言語を解釈するプログラム等を格納した外部メモリを複数接続できるように構成されて
いてもよい。操作部（１４２）には、ユーザによる操作を受け付ける操作パネルが設けら
れ、その操作パネルには操作のためのスイッチ及びＬＥＤ表示器等が配されている（不図
示）。また、不図示のＮＶＲＡＭを有し、操作パネルからのプリンタモード設定情報を記
憶するようにしてもよい。ＣＰＵ（１３２）は、ＲＯＭ（１３３）のプログラムＲＯＭ（
１３３ｂ）に記憶された制御プログラム等に基づき、印刷部Ｉ／Ｆ（１３６）を介して印
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刷部（１３７）に出力情報としての画像信号を出力する。また、ＣＰＵ（１３２）はネッ
トワークＩ／Ｆ（１３８）を介してホストコンピュータ（１０１）との通信処理が可能と
なっており、ホストコンピュータ（１０１）から送信される印刷データを受信すると共に
、出力デバイス（１０２）内の情報等をホストコンピュータ（１０１）に通知可能に構成
されている。
【００１５】
　図２は、図１（ｂ）のドライバインストーラ（１２９）が備えるユーザインターフェー
ス（２００）である。ドライバインストーラ（１２９）を実行すると、ディスプレイ（１
２０）上に表示される。プリンタ一覧（２０１）にインストール可能なプリンタドライバ
の一覧が表示される。
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ａは、モデルＡの出力デバイスに対応した専用プリンタドラ
イバである。
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ｂは、モデルＢの出力デバイスに対応した専用プリンタドラ
イバである。
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ｃは、モデルＣの出力デバイスに対応した専用プリンタドラ
イバである。
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ｄは、モデルＤの出力デバイスに対応した専用プリンタドラ
イバである。
Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　１は、モデルＡ、Ｂに対応した汎用プリン
タドライバである。
Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　２は、モデルＣ、Ｄに対応した汎用プリン
タドライバである。
Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌは、モデルＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄだけではなく、あ
らゆる出力デバイスに対応可能な仮想プリンタドライバである。
【００１６】
　ユーザが任意のモデルを選択し、追加ボタン（２０２）を押下し、インストールするプ
リンタ一覧（２０３）に選択したモデルを加える。その後、ユーザがインストールボタン
（２０４）を押下することで、ドライバインストーラ（１２９）は指定されたモデルのプ
リンタドライバをインストールする。
【００１７】
　図３は、プリンタドライバとプリントキューとポートの各情報とそれらの関係を説明し
た図である。ＵＭＬ（Ｕｎｉｆｉｅｄ　Ｍｏｄｅｌｉｎｇ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）のオブジ
ェクト図を使って表現している。
プリントキュー（３０２）は、アプリケーションから印刷する際の印刷対象オブジェクト
である。同一モデルのプリンタドライバ（３０１）から複数作成することができる。例え
ば、オフィスにＤｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ａの出力デバイスが３台導入された場合、Ｄ
ｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　Ａに対応したプリンタドライバを１つインストールして、その
プリンタドライバを使ったプリントキューを３つ作成することになる。ポート（３０３）
は、ネットワークの出力先を特定するオブジェクトである。プリントキューとポートの関
係は通常は一対一であるが、図のように同じポートを複数のプリントキューが使用しても
かまわない。
【００１８】
　プリンタドライバ（３０１）はプリンタドライバ構成情報（３０４）を保持している。
プリンタドライバ構成情報（３０４）は、ドライババージョン、モデル名、ハードウェア
情報、ドライバモジュール名、等から構成される。このプリンタドライバ構成情報（３０
４）は、ＯＳ（１２２）によって管理される。
【００１９】
　プリントキュー（３０２）は、プリントキュー構成情報（３０５）を保持している。プ
リントキュー構成情報（３０５）は、プリントキュー名、ポート名、印刷設定情報、ジョ
ブ投入時刻、ジョブステータス、等から構成される。このプリントキュー構成情報（３０
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５）は、ＯＳ（１２２）によって管理される。さらに、プリントキュー（３０２）は、本
実施形態特有の自動生成識別子（３０６）と更新日時（３０７）をも保持する。これらの
情報は、プリントジョブマネージャー（１２５）によって管理される。詳細は後述する。
【００２０】
　ポート（３０３）は、ポート構成情報（３０８）を保持している。ポート構成情報（３
０８）は、ポート名、モジュール名、ＩＰアドレス、等から構成される。このポート構成
情報（３０８）は、ＯＳ（１２２）によって管理される。
【００２１】
　図４は、図１（ｂ）のドライバインストーラ（１２９）による一般的なプリンタドライ
バのインストール処理を示すフローチャートである。一般的なプリンタドライバとは、専
用プリンタドライバおよび汎用プリンタドライバを指す。
【００２２】
　プリンタドライバのインストールを開始（Ｓ４００）すると、まずユーザによるモデル
の選択を受け付ける（Ｓ４０１）。ここでは、図２のプリンタ一覧（２０１）において、
Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ以外のモデルを選択された場合を想定してい
る。本実施形態に特有のＶｉｒｔｕａｌ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌの選択も含んだイン
ストール処理については図５にて後述する。専用プリンタドライバもしくは汎用プリンタ
ドライバの選択を受け付けると、選択されたモデルのプリンタドライバをインストールす
る（Ｓ４０２）。
Ｓ４０２でのプリンタドライバのインストールは、プリンタドライバインストーラが、Ｏ
ＳのインストールＡＰＩであるスプーラＡＰＩに対して設定ファイル（ＩＮＦファイル）
のパスを渡すことにより行われる。ＯＳの一部であるスプーラＡＰＩは、設定ファイルに
従って、プリンタドライバを構成するＤＬＬ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｌｉｎｋ　Ｌｉｂｒａｒ
ｙ）をＣＤ－ＲＯＭやインストールセットの中から探索する。そして、スプーラＡＰＩは
、所定のＯＳのシステムディレクトリに対して、探索されたＤＬＬをコピーする。スプー
ラＡＰＩは、設定ファイルに従って、レジストリ内にドライバ名などを記録する。なお、
スプーラＡＰＩは、プリンタフォルダの表示や、アプリケーションからのプリンタ選択Ｕ
Ｉ（例えば、図８（ａ）等）の表示指示があった際、ＯＳのレジストリに登録されるプリ
ントキューのデータ構造を走査し、プリンタドライバに対応するプリントキューが設定さ
れていれば、それをディスプレイ表示する。なお、ここではプリントキューがまだ作成及
び設定されていないため、ＯＳのユーザインターフェース（例えばプリンタ選択ＵＩ）に
は、現在インストールしようとするプリンタドライバのプリンタアイコンはまだ表示され
ない。
【００２３】
　次に、ユーザによるＩＰアドレス等のポート情報の入力を受け付ける（Ｓ４０３）。そ
して、ポートを作成する（Ｓ４０４）。次に、ユーザによるプリントキュー名の入力を受
け付ける（Ｓ４０５）。そして、Ｓ４０２でインストールしたプリンタドライバとＳ４０
４で作成したポートを関連付けて、プリントキューを作成する（Ｓ４０６）。以上で、専
用プリンタドライバ及び汎用プリンタドライバのインストール処理が終了する（Ｓ４０７
）。
【００２４】
　図５は、図１（ｂ）のドライバインストーラ（１２９）による本実施形態特有のプリン
タドライバのインストール処理を示すフローチャートである。
【００２５】
　プリンタドライバのインストールを開始（Ｓ５００）すると、まずユーザによるモデル
の選択を受け付ける（Ｓ５０１）。そして、選択されたモデルが仮想プリンタドライバか
どうか判断する（Ｓ５０２）。選択されたモデルが仮想プリンタドライバではない場合、
専用・汎用プリンタドライバのインストール処理を行う（Ｓ５０３）。Ｓ５０３では、図
４のＳ４０２以降の処理と同様の処理を行うことになる。そして、当インストール処理を
終了する（Ｓ５１６）。
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【００２６】
　Ｓ５０２にて選択されたモデルが仮想プリンタドライバの場合、仮想プリンタドライバ
をインストールする（Ｓ５０４）。仮想プリンタドライバ自体は、ポートに対する印刷デ
ータの出力を行わないので、ユーザによる入力を伴わずにダミーのポートを作成する（Ｓ
５０５）。ここで、ダミーのポートの作成とは、例えば、次のような処理になる。存在し
ないファイル名など適当な名前を指定してポートをＯＳに対して作成指示する。そうする
と、当該作成指示は、エラーとしてＯＳに認識され、作成指示されたポート名を捨てる。
よって、実際にはポートは作成されない。仮想プリンタドライバに対し複数のプリントキ
ューを作る必要性が無いので、ユーザによる入力を伴わずにモデル名と同じ名前でプリン
トキューを作成する（Ｓ５０６）。図４で一般的なプリンタドライバのインストール処理
について説明した際、ユーザによる入力は、Ｓ４０１、Ｓ４０３、及びＳ４０５の３回あ
った。一方、本実施形態特有のプリンタドライバのインストール処理においては、ユーザ
による入力はＳ５０１だけである。もし、ドライバインストーラ（１２９）が仮想プリン
タドライバだけを対象としたプログラムであれば、Ｓ５０１も不要となる。つまり、仮想
プリンタドライバのインストール処理方法は、ユーザの負担と運用コストを低減させる効
果がある。
【００２７】
　仮想プリンタドライバは、ポートに対する印刷データの出力を行わない。そこで、印刷
を最低限の保証するために汎用プリンタドライバを設置する。引き続き、汎用プリンタド
ライバのインストール処理について説明する。
【００２８】
　インストールセットに含まれる全ての汎用プリンタドライバを列挙する（Ｓ５０７～Ｓ
５１０）。図２のプリンタ一覧（２０１）において、汎用プリンタは、Ｇｅｎｅｒｉｃ　
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　１とＧｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　２が存在
する。よって、１回目のループ処理では、Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　
１を取り出し、２回目のループ処理では、Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　
２を取り出す。取り出した汎用プリンタドライバがホストコンピュータ（１０１）にイン
ストール済みかどうか判断する（Ｓ５０８）。まだ、インストールしていない場合は、取
り出した汎用プリンタドライバをインストールする（Ｓ５０９）。このとき、汎用プリン
タドライバを使ったプリントキューを作成しないので、ユーザが汎用プリンタドライバの
インストールを意識することはない。そして、Ｓ５１０へ進む。ループ処理が終了したら
、当インストール処理を終了する（Ｓ５１６）。
【００２９】
　Ｓ５０８にて、取り出した汎用プリンタドライバがホストコンピュータ（１０１）にイ
ンストール済みの場合は、インストール済みの汎用プリンタドライバのバージョンを取得
する（Ｓ５１１）。バージョン数から継続使用可能どうか判断する（Ｓ５１２）。継続使
用が可能と判断した場合、Ｓ５１０へ進む。ループ処理が終了したら、当インストール処
理を終了する（Ｓ５１６）。
【００３０】
　Ｓ５１２にて、インストール済みの汎用プリンタドライバの継続使用が不可能と判断し
た場合、インストール済みの汎用プリンタドライバをアンインストールする（Ｓ５１３）
。アンインストールとは、ＯＳが管理する所定のシステムディレクトリからの汎用プリン
タドライバのＤＬＬの削除、及び、汎用プリンタドライバに対応するＯＳのレジストリの
クリアなどの処理が挙げられる。この際、プリントキューやポートの情報は事前にバック
アップしておく。そして、取り出した汎用プリンタドライバをインストールする（Ｓ５１
４）。さらに、Ｓ５１３の処理を行う前にインストール済み汎用プリンタドライバを使っ
て構成されていたプリントキューを、Ｓ５１４でインストールした汎用プリンタドライバ
を使って復元する（Ｓ５１５）。ここでの復元処理とは、新しくインストールする汎用プ
リンタドライバの設定として、それまでのプリントキューの名称やポートの指定などを反
映させる処理をさす。復元すべき情報を表示し、ユーザにドライバインストーラやＯＳな
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どのユーザインターフェースにおいて選ばせることも可能である。その後、Ｓ５１０へ進
む。ループ処理が終了したら、当インストール処理を終了する（Ｓ５１６）。
【００３１】
　以上、ドライバインストーラ（１２９）が、仮想プリンタドライバをインストールして
そのプリントキューを作成すると、自動的に汎用プリンタドライバをインストールするこ
とを説明した。なお、Ｓ５０７以降の汎用プリンタドライバのインストール処理について
は、図１（ｂ）のドライバインストーラ（１２９）が実施することで説明をしたが、仮想
プリンタドライバ（１２６）の初期化処理において実施してもかまわない。また、一般に
ＶｅｎｄｏｒＳｅｔｕｐと呼ばれるＯＳ（１２２）から呼び出される不図示のプリンタド
ライバのセットアップモジュールで実施してもかまわない。
【００３２】
　図６は本発明における印刷制御の処理に関するデータフロー図である。本図を用いて、
印刷処理関連プログラムの各コンポーネント間でどのような入出力が行われているか明ら
かにする。
【００３３】
　アプリケーション（１２３）は仮想プリンタドライバ（１２６）に対して、ＯＳ（１２
２）の提供する描画インターフェースであるＧＤＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｉ
ｎｔｅｒｆａｃｅ）（６００）を通じて印刷指示命令を出力する。次に仮想プリンタドラ
イバ（１２６）は、入力された印刷指示命令をＥＭＦ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｍｅｔａ　Ｆ
ｉｌｅ）（６０１）の形式に変換してプリントジョブマネージャー（１２５）に出力する
。ここでＥＭＦ（６０１）とは、ＧＤＩ（６００）の印刷指示命令と互換性のある中間デ
ータ形式であり、アプリケーション（１２３）から出力された一連の印刷指示命令を再現
可能なデータとして記録したものである。本実施例では中間データ形式としてＥＭＦ（６
０１）を用いて説明しているが、印刷指示命令を再現可能なデータであれば、例えばＸＰ
Ｓ（ＸＭＬ　Ｐａｐｅｒ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　
Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａｔ）、あるいは独自に定義した任意の形式であっても良い
。
【００３４】
　次にプリントジョブマネージャー（１２５）は、後述する出力デバイスの特定、汎用・
専用プリンタドライバの管理など固有の処理を行い、ＧＤＩ（６００）を通じて印刷指示
命令を出力する。出力された印刷指示命令は、汎用プリンタドライバ（１２７）あるいは
専用プリンタドライバ（１２８）に対して入力される。次に、汎用プリンタドライバ（１
２７）あるいは専用プリンタドライバ（１２８）は、出力デバイス（１０２）が処理可能
なＰＤＬ（Ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）（６０２）の
形式に変換し、出力デバイス（１０２）にジョブとして出力する。最後に出力デバイス（
１０２）は、入力されたＰＤＬ（６０２）を処理して印刷出力を行う。
【００３５】
　図７は印刷処理のシーケンス図である。本図を用いて、一連の印刷処理中に関連プログ
ラムの各コンポーネントの内部、およびそれらの間でどのような処理が行われているか明
らかにする。
【００３６】
　まず、ユーザはアプリケーション（１２３）に対して印刷したいドキュメントの印刷指
示を図８（ａ）で示すユーザインターフェース（８０００）を通じて入力する（Ｓ７００
）。８００１～８００３はプリントキューを表すアイコンである。このうち、８００１は
仮想プリンタドライバのプリントキューである。８００２、及び８００３は専用プリンタ
ドライバのプリントキューである。ここでは仮想プリンタドライバを通じて出力を行うた
め、ユーザは８００１のアイコンを選択し、印刷ボタン（８００４）を押して、印刷を指
示する（Ｓ７００）。
【００３７】
　次に、アプリケーション（１２３）は、仮想プリンタドライバ（１２６）に対して、印
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刷初期化処理を行う（Ｓ７０１）。仮想プリンタドライバ（１２６）は印刷初期化が行わ
れるとプリントジョブマネージャー（１２５）の起動処理を行う（Ｓ７０２）。プリント
ジョブマネージャー（１２５）は、このように仮想プリンタドライバ（１２６）に対する
ドキュメントの印刷開始後に起動されるプログラムである。後述する出力デバイスの特定
のための表示制御、汎用・専用プリンタドライバのインストール制御、または管理などと
いった固有の処理を担う。また、プリントジョブマネージャー（１２５）は内部的なコン
ポーネントとして、出力デバイス特定部（１２５１）、ドライバ管理部（１２５２）、及
びデスプール処理部（１２５３）を含む。
【００３８】
　次に、アプリケーション（１２３）はプリントジョブマネージャー（１２５）が起動さ
れると、仮想プリンタドライバ（１２６）に対して印刷を開始し、一連の印刷描画命令を
ＧＤＩ（２１９）を通じて出力する（Ｓ７０３）。仮想プリンタドライバ（１２６）は、
入力された一連の印刷描画命令をＥＭＦ（６０１）形式に変換し、あとで印刷描画命令を
再現できるよう外部メモリ（１２１）に保存する。これをスプール処理と呼ぶ（Ｓ７０４
）。アプリケーション（１２３）は一連の印刷描画命令の最後に印刷終了の処理を行い（
Ｓ７０５）、仮想プリンタドライバ（１２６）はそれを受けて保存されたＥＭＦ（６０１
）の外部メモリ（１２１）における保存位置情報をプリントジョブマネージャー（１２５
）に通知する（Ｓ７０６）。なお、Ｓ７０４は、外部メモリ（１２１）に対してスプール
処理を実施するが、外部メモリ（１２１）を介さずプリントジョブマネージャー（１２５
）へ直接スプール処理してもかまわない。
【００３９】
　次に、出力デバイス特定部（１２５１）は、出力デバイスの検索を行う（Ｓ７０７）。
ここで検索とは、ネットワーク（１０４）に接続された出力デバイス１０２ａ、１０２ｂ
と通信し、それらの名称、設置場所、ＩＰアドレス、ハードウェアＩＤといった情報を取
得することである。通信手段としては公知の技術であるＳＮＭＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）などのプロトコルが使用される。
通常、出力デバイス１０２ａ、１０２ｂの状態、すなわち電源が入っているかや、ネット
ワーク（１０４）に接続されているかを事前に把握することは不可能であるため、出力デ
バイス特定部（１２５１）は印刷指示の都度、すべての出力デバイスとの通信を試みる。
ネットワーク内のすべての装置との通信には、これも公知の技術であるブロードキャスト
という手段を用いる。出力デバイス特定部（１２５１）がこのブロードキャストの方法で
、ネットワークＩ／Ｆ（１１８）を通じてＳＮＭＰの情報取得用データを送信すると、ネ
ットワーク（１０４）で到達可能なすべての出力デバイス（１０２）が情報取得用データ
を受信する。そして、各出力デバイス（１０２）が、取得対象として指定された出力デバ
イスの名称や設置場所などの情報を応答のデータとしてネットワークＩ／Ｆ（１３８）を
通じて送信すると、出力デバイス特定部（１２５１）は順次それらの応答を受信する。そ
して、受信した情報をＲＡＭ（１１２）に保存する。出力デバイス特定部（１２５１）は
、順次受信した応答からデバイス名や設置場所などの情報を取り出し、リストとして出力
デバイスを特定する図８（ｂ）のユーザインターフェース（８１００）に表示する（Ｓ７
０７）。８１００には情報を表示するためのリストコントロール（８１０１）が配置され
、その中からひとつをカーソル（８１０２）によって選択することができる。ボタン（８
１０３）を押すと、ネットワーク内で再検索が行われ、利用可能な出力デバイスのリスト
を最新の状態に更新できる。ボタン（８１０４）を押すと、カーソル（８１０２）で現在
選択されているデバイスが出力先として決定される。出力デバイス特定部（１２５１）は
、その決定を受け（Ｓ７０９）、次の処理に移る。チェックボックス（８１０５）とボタ
ン（８１０６）はプリントキューを管理する際にユーザが操作する。これらの操作方法に
ついては後述する。
【００４０】
　Ｓ７０９で出力先のデバイスが決定されると、出力デバイス特定部（１２５１）はドラ
イバ管理部（１２５２）に対して出力準備処理を実行するよう依頼する（Ｓ７１０）。Ｓ
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７１１における出力準備処理の結果、ＯＳ（１２２）には選択された出力デバイス（１０
２）に印刷可能な汎用プリンタドライバ（１２７）または不図示の専用プリンタドライバ
（１２８）のプリントキューが登録される。出力準備処理（Ｓ７１１）については後で図
１０、図１１を用いて詳述する。
【００４１】
　次に出力デバイス特定部（１２５１）は、図８（ｂ）の出力デバイス特定用の画面から
、デスプール処理部（１２５３）が有する図８（ｃ）の画面（８２００）に遷移する（Ｓ
７１２）。デスプール処理部（１２５３）は、プレビューエリア（８２０１）に印刷ドキ
ュメントを実際に印刷したときのイメージを表示する（Ｓ７１３）。このとき表示される
イメージは、Ｓ７０４においてスプールされたＥＭＦ（６０１）をデスプール処理部（１
２５３）が読み込み、解析して、プレビューエリア（８２０１）の大きさに合わせて描画
したものである。スピンコントロール（８２０２）やチェックボックス（８２０３）はそ
れぞれ印刷部数、白黒印刷といった一般的な印刷設定を変更するための入力手段である。
さらに特殊な印刷設定を変更するためには、ボタン（８２０４）を押下することにより、
不図示のプリンタドライバ固有のユーザインターフェースを表示させ、印刷設定の変更指
示を入力することができる。このとき、出力先に対応するプリントキューが専用プリンタ
ドライバ（１２８）のものである場合、汎用プリンタドライバ（１２７）のものに比べて
、より高度な印刷設定が可能である。ボタン（８２０６）は、現在の画面（８２００）か
ら、ひとつ前の画面である出力デバイス特定画面（８１００）に遷移して戻るための入力
手段である。ボタン（８２０５）をユーザが押下すると（Ｓ７１４）、デスプール処理部
（１２５３）は汎用プリンタドライバ（１２７）に対してデスプール処理を行い、一連の
印刷描画命令を発行する（Ｓ７１５）。ここで、デスプール処理というのはスプール処理
の逆で、Ｓ７０６によって通知された保存位置情報からＥＭＦ（６０１）データを読み出
し、解析して、印刷描画命令を再現することである。これにより、プリントジョブマネー
ジャー（１２５）固有の処理のために中断していた印刷処理が再開され、印刷ドキュメン
トの出力が行われる。汎用プリンタドライバ（１２７）は、入力された印刷描画命令をＰ
ＤＬ（６０２）に変換し、ネットワークＩ／Ｆ（１３８）を通じて出力デバイス（１０２
）に送信する（Ｓ７１６）。印刷処理が終わると出力デバイス特定部（１２５１）は、ド
ライバ管理部（１２５２）へプリントキュー整理処理（Ｓ７１８）を実行するよう依頼す
る（Ｓ７１７）。プリントキュー整理処理（Ｓ７１８）については後で図１２～図１４を
用いて詳述する。最後に、プリントジョブマネージャー（１２５）はプログラムを終了す
る。
【００４２】
　図９にプリントジョブマネージャー（１２５）のユーザインターフェースの遷移の概要
を示す。
【００４３】
　まず、プリントジョブマネージャー（１２５）は、「出力デバイス特定」ダイアログ（
８１００）を表示する。出力デバイスの特定と「次へ」のボタン（８１０４）の押下をう
けて、プリントジョブマネージャー（１２５）は、「編集プレビュー」ダイアログ（８２
００）を表示する。「編集プレビュー」ダイアログ（８２００）では、プリントジョブの
プレビュー確認と基本的な印刷設定が可能である。「印刷」ボタン（８２０５）の押下を
うけてプリントジョブマネージャー（１２５）は出力デバイスへ印刷を実行し同ダイアロ
グを閉じる。加えて、「編集プレビュー」ダイアログ（８２００）には、プリンタドライ
バが持っている特有の機能を設定するために「詳細設定」ボタン（８２０４）が存在する
。「詳細設定」ボタン（８２０４）の押下をうけて、プリントジョブマネージャー（１２
５）は、プリンタドライバの「印刷設定」ダイアログ（９０００）を表示する。更に、「
編集プレビュー」ダイアログ（８２００）には「戻る」ボタン（８２０６）が存在する。
この「戻る」ボタン（８２０６）は現在の出力先デバイスでは所望の機能が実現できない
ことが分かった際の出力デバイスの再設定のために存在する。「戻る」ボタン（８２０６
）の押下をうけて、プリントジョブマネージャー（１２５）は、「出力デバイス特定」ダ
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イアログ（８１００）を表示し、再度出力デバイスの指定が可能になる。
【００４４】
　図１０は、ドライバ管理部（１２５２）における出力準備処理（Ｓ７１１）の詳細な流
れを表すフローチャートである。本処理によって、出力デバイス（１０２）へ印刷するた
めのプリントキューがあればそれを選定し、なければ新しいプリントキューを作成、ある
いは最適なプリンタドライバをインストールする。
【００４５】
　まず、ドライバ管理部（１２５２）は、出力準備処理を開始すると（Ｓ１０００）、出
力デバイス（１０２）のＩＰアドレス情報を取得する（Ｓ１００１）。ＩＰアドレス情報
は出力デバイスの検索処理（Ｓ７０７）において取得されＲＡＭ（１１２）に記憶されて
いるものを取り出す。次にＯＳ（１２２）に登録されているすべてのプリントキューから
プリントキューに関連付けられているポートのＩＰアドレスを取得する（Ｓ１００２～Ｓ
１００４）。
【００４６】
　次に、出力デバイス（１０２）のＩＰアドレスと、ポートのＩＰアドレスが合致するプ
リントキューが存在するかどうか判断する（Ｓ１００５）。後述するが、本システムにお
いて、プリントキューは出力デバイスごとに作成される。しかし、同じ出力デバイスに印
刷を行うたびに別のプリントキューを毎回作成すると大量のプリントキューが重複して登
録されてしまう。このような事態を避けるため、出力デバイスとすべてのプリントキュー
のＩＰアドレス同士を比較することによって、既存のプリントキューの中に出力可能なも
のがないかを判断する。もし出力可能なプリントキューが存在すればＳ１００６に、存在
しなければＳ１０１１に進む。
【００４７】
　次にＳ１００６ではさらに汎用プリンタドライバを優先させるモードであるかどうか判
断する。所望の出力デバイス（１０２）に出力可能なプリントキューの中には専用プリン
タドライバ（１２８）のものが含まれている可能性もある。しかしながら、高度な機能は
必要とせず、シンプルで安定した汎用プリンタドライバ（１２７）を使用したいユーザも
いるため、例えば不図示のユーザインターフェースによって汎用プリンタドライバを優先
させるかどうか切り替え可能なモードを設けることが考えられる。このモードが真すなわ
ち汎用プリンタドライバを優先させる場合は、Ｓ１００７に進み、そうでなければＳ１０
０９に進む。
【００４８】
　次にＳ１００７ではプリントキューのモデル名を取得する。そして、デバイスもモデル
名が汎用プリンタドライバのものであるかどうか判断する（Ｓ１００８）。プリントキュ
ーの名前がユーザによって変更可能であるのに対し、汎用プリンタドライバのモデル名は
「Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　１」のように固有の名称なので、プリン
トキューのモデル名を知ればどの種類のドライバなのか判断できる。汎用プリンタドライ
バである場合はＳ１００９へ進み、そうでなければＳ１０１０へ進む。
Ｓ１００９へ進んだ場合、Ｓ１００５で見つかった既存のプリントキューを出力先として
決定し、出力準備処理を終了する（Ｓ１０１４）。
Ｓ１０１０へ進んだ場合、すなわち既存のプリントキューが専用プリンタドライバのもの
であると判断された場合は、図１１で後述する処理において、汎用プリンタドライバを優
先インストールすることに決定し、Ｓ１０１３に進む。
Ｓ１０１１ではＳ１００６と同様に汎用プリンタドライバを優先させるモードかどうかを
判断し、真ならＳ１０１０に、偽ならＳ１０１２へ進む。Ｓ１０１２では、図１１で後述
する処理において、適合する最適なドライバを検索してインストールすることに決定し、
Ｓ１０１３に進む。ここでＳ１０１２では、既存のプリントキューに出力可能なものが存
在せず、汎用プリンタドライバを優先させるモードでもないので、適合する最適なドライ
バ（専用プリンタドライバ）を優先インストールすることが決定される。
【００４９】
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　汎用・専用プリンタドライバインストール処理（Ｓ１０１３）については図１１を用い
て詳述する。
【００５０】
　図１１は、ドライバ管理部（１２５２）における汎用・専用プリンタドライバインスト
ール処理（Ｓ１０１３）の詳細な流れを表すフローチャートである。
【００５１】
　まず、ドライバ管理部（１２５２）は処理を開始すると（Ｓ１１００）、出力用のポー
トを作成する（Ｓ１１０１）。次に、図１０の専用プリンタドライバを優先インストール
することに決定されているか否かで判断し（Ｓ１１０２）、真であればＳ１１０３に、偽
であればＳ１１０８に進む。ここで真となり、Ｓ１１０３に進む場合とは、図１０でＳ１
０１２のステップから遷移してＳ１０１３の処理に入った場合である。一方、偽となり、
Ｓ１１０８に進む場合とは、図１０でＳ１０１０のステップから遷移してＳ１０１３の処
理に入った場合である。
Ｓ１１０３～Ｓ１１０７はホストコンピュータ（１０１）や配信サーバ（１０３）、ある
いは出力デバイス１０２ａ、１０２ｂの備える記憶領域の中から出力に最適な専用プリン
タドライバ（１２８）を検索するステップである。まず、Ｓ１１０３では出力デバイスの
ハードウェア情報を取得する。本実施例ではハードウェア情報として、プラグアンドプレ
イによるインストールに用いられるハードウェアＩＤを取得する。ハードウェアＩＤは出
力デバイスの検索処理（Ｓ７０７）において取得されＲＡＭ（１１２）に記憶されている
ものを取り出す。
【００５２】
　次に、Ｓ１１０４ではインストール済みプリンタドライバ内に適合するプリンタドライ
バがあるかどうか判断する。具体的には、ドライバ管理部（１２５２）は、ＯＳ（１２２
）に登録されている各プリンタドライバのハードウェア情報と、Ｓ１１０３で取得した出
力デバイス（１０２）のハードウェア情報とを比較し、一致するものがあればすべてピッ
クアップする。１つ以上適合するものがあればＳ１１１６へ、なければＳ１１０５へ進む
。
【００５３】
　次に、Ｓ１１０５ではドライバストア内に適合するプリンタドライバがあるかどうか判
断する。ドライバストアとはＷｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａ（登録商標）で導入されたデバ
イスドライバのデータベースシステムであり、インストール前のデバイスドライバのパッ
ケージをＯＳ（１２２）に格納する仕組みである。ドライバ管理部（１２５２）は、この
ドライバストアに格納されているプリンタドライバの中に、Ｓ１１０３で取得した出力デ
バイス（１０２）のハードウェア情報に一致するものがないかＯＳ（１２２）に問い合わ
せることができる。問い合わせの結果、１つ以上適合するものがあればＳ１１１２へ、な
ければＳ１１０６へ進む。
【００５４】
　次に、Ｓ１１０６では配信サーバ（１０３）内に適合するプリンタドライバがあるかど
うか判断する。ドライバ管理部（１２５２）は、ドライバ配信サーバ（１０３）にＲＰＣ
（Ｒｅｍｏｔｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　Ｃａｌｌ）やＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　
Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）などの手段で、ネットワーク（１０４）を経由し
て、あるハードウェア情報に適合するプリンタドライバがあるか問い合わせることができ
る。問い合わせの結果、１つ以上適合するものがあれば配信サーバ（１０３）からプリン
タドライバのパッケージをホストコンピュータ（１０１）に転送して、外部メモリ（１２
１）に記憶し、Ｓ１１１２へ進む。そうでなければＳ１１０７へ進む。
【００５５】
　次に、Ｓ１１０７では出力デバイス（１０２）内を検索し、適合するドライバがあるか
どうか判断する。前述したとおり、出力デバイス（１０２）はその外部メモリ（１３４）
に、出力デバイス自身を利用するために必要な専用プリンタドライバ（１２８）を記憶す
ることができる。ドライバ管理部（１２５２）は、この出力デバイス（１０２）に記憶さ
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れたプリンタドライバも、Ｓ１１０６と同様の手段でネットワーク（１０４）を経由して
、問い合わせることが可能である。問い合わせの結果、１つ以上適合するものがあれば出
力デバイス（１０２）から専用プリンタドライバ（１２８）のデータをホストコンピュー
タ（１０１）に転送して、外部メモリ（１２１）に記憶し、Ｓ１１１２へ進む。外部メモ
リ（１３４）の設定変更等により専用プリンタドライバ（１２８）が消去されているため
、問い合わせの結果が１つも適合するものがないと判断された場合はＳ１１０８へ進む。
【００５６】
　Ｓ１１０８～Ｓ１１１１では、前記Ｓ１１０３～Ｓ１１０６の一連の処理の結果、適合
するプリンタドライバがどこにも見つからない場合の代替手段として、あらかじめＳ５０
０～Ｓ５１６でインストールされた汎用プリンタドライバのプリントキューを作成する。
まず、ドライバ管理部（１２５２）はネットワーク（１０４）を経由して、出力デバイス
（１０２）のコマンドタイプ情報を取得し（Ｓ１１０８）、その判断を行う（Ｓ１１０９
）。ここで、コマンドタイプ情報とは、出力デバイス（１０２）が処理可能なＰＤＬ（６
０２）の種類を表す情報である。汎用プリンタドライバ（１２７）は複数のモデルに出力
可能なＰＤＬを発行するドライバであるが、あくまで１種類のＰＤＬしか発行できない。
したがって、異なるＰＤＬをサポートするモデルに対しては出力できないため、コマンド
タイプ情報を取得して、互換性の確認を行う。本実施例においては２種類のＰＤＬ（「１
」または「２」）のどちらかに対応した出力デバイスを利用することを前提としている。
しかしながら、対応できないコマンドタイプ情報も存在する。Ｓ１１０９では、コマンド
タイプ情報「１」、「２」、それ以外であるかどうか判断している。「１」の場合はＳ１
１１０へ、「２」の場合はＳ１１１１に進む。Ｓ１１１０ではコマンドタイプ「１」に対
応した「Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　１」のプリントキューを作成し、
処理を終了する（Ｓ１１１８）。Ｓ１１１１ではコマンドタイプ「２」に対応した「Ｇｅ
ｎｅｒｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ　２」のプリントキューを作成し、処理を終了す
る（Ｓ１１１８）。なお、プリントキューを作成する際はＳ１１０１で作成したポートを
関連付ける。一方、Ｓ１１０９で、「１」、「２」以外のコマンドタイプ情報が取得され
たと判断された場合は、画面を介して、ユーザに「他の出力デバイスを選択してください
」などの警告を通知するとともに、本処理を終了（Ｓ１１１８）する。
【００５７】
　Ｓ１１１２～Ｓ１１１４では検索の結果として適合した専用プリンタドライバ（１２８
）をインストールする。まず、Ｓ１１１２では適合するプリンタドライバが２つ以上見つ
かったかどうか判断し、真であればＳ１１１３、偽であればＳ１１１４へ進む。Ｓ１１１
３ではその中から最もプリンタドライバのバージョンの新しいものをインストールすべき
対象として選択する。各プリンタドライバにはバージョンが付与されており、たとえ同じ
モデルのプリンタドライバであっても作成された時期が違えば、通常は異なるバージョン
を有する。バージョンの表現方法としては例えば「１０／１０／２００８．２．５．０．
０」のように日付と数値の組み合わせで表現し、どちらの方が新しく作成されたものか容
易に判断することができる。しかしながら、まれに古いバージョンのドライバをあえて使
用する必然性が生じる場合がある。そのような場合は図８（ｄ）の８３００に示すような
ユーザインターフェースを表示して、ユーザに選択させることが好ましい。８３０１には
適合すると判断された複数のプリンタドライバの情報（名称、バージョン）がリストで表
示される。ユーザは８３０１のリストの中から所望のプリンタドライバを選び、ボタン（
８３０２）を押すことで決定できる。次にＳ１１１４では適合したプリンタドライバ、も
しくは複数あった場合はＳ１１１３で選択されたプリンタドライバをインストールする。
【００５８】
　ここで、Ｓ１１１６～Ｓ１１１７はＳ１１１２～Ｓ１１１４の特殊なケースに関しての
処理である。具体的には、プリントキューが未作成のインストール済みプリンタドライバ
の中に、適合するプリンタドライバがあった場合の処理であり、Ｓ１１１６はＳ１１１２
と、またＳ１１１７はＳ１１１７と同様の処理である。Ｓ１１１４が不要なのは、もはや
プリンタドライバをインストールする必要がないからである。最後にＳ１１１５では、Ｓ
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１１０１において作成したポートに関連付けてプリントキューを作成し、処理を終了する
（Ｓ１１１８）。
【００５９】
　ここまで述べてきたように、プリントジョブマネージャー（１２５）は印刷時にプリン
トキューをＯＳ（１２２）に登録する。次回以降の印刷で出力デバイスがわかっている場
合は、仮想プリンタドライバ（１２６）を介さずに直接プリントキューを指定し、出力先
デバイスの指定ステップがない通常手順で印刷できる。しかしながら、オフィス内に多数
の出力デバイスが設置されている場合や、複数のオフィスを移動して印刷を行う場合、そ
の都度プリントキューは作成されるので、プリントキューは増加傾向にある。
【００６０】
　また、図９のユーザインターフェースの遷移で示したように、プリントジョブマネージ
ャー（１２５）は、「出力デバイス特定」ダイアログ（８１００）と「編集プレビュー」
ダイアログ（８２００）の遷移を何度でも繰り返すことが可能である。「出力デバイス」
のリストボックス（８１０１）で選択された出力デバイス用のプリントキューがホストコ
ンピュータ（１０１）に存在しない場合プリントジョブマネージャー（１２５）は推移の
たびに新たにプリントキューを作成する。そのため、「戻る」ボタン（８２０６）の押下
を繰り返すと、ホストコンピュータ（１０１）上のプリントキューはさらに増加傾向にな
る。
【００６１】
　ホストコンピュータ（１０１）上のプリントキューの総数が多くなると、印刷時に最初
に表示される「印刷」ダイアログ（８０００）で表示されるプリントキューが多くなり、
ユーザによる適切なプリンタの選択が難しくなる。そのため自動生成されたプリントキュ
ーの削除などを行える管理手段があれば、ユーザビリティの向上に繋がる。
【００６２】
　図８（ｅ）に「削除方法指定」のダイアログ（８４００）を示す。
【００６３】
　「出力デバイス特定」のダイアログ（８１００）上の「詳細設定」ボタン（８１０６）
の押下をうけて、プリントジョブマネージャー（１２５）はディスプレイ（１２０）へ表
示する。同ダイアログ上の「ＯＫ」ボタン（８４０７）の押下をうけて、プリントジョブ
マネージャー（１２５）は「削除方法指定」のダイアログ（８４００）を閉じる。その後
、図８（ｂ）に示す「出力デバイス特定」のダイアログ（８１００）が表示され、プリン
トジョブマネージャー（１２５）はそのダイアログ（８１００）へ処理を移行する。
【００６４】
　「削除方法指定」のダイアログ（８４００）には、「削除方法を指定する」チェックボ
ックス（８４０１）が存在する。このチェックボックス（８４０１）の初期状態はチェッ
クなしである。このチェックボックス（８４０１）がチェックされると８４０２～８４０
５のアイテムが有効となり、プリントキューの削除方法の詳細指定が可能となる。
【００６５】
　プリントキューの削除方法の詳細指定のために、「削除方法指定」のダイアログ（８４
００）には、「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）と、「最新の
プリントキューを残す」ラジオボタン（８４０４）が存在する。この２つのラジオボタン
への指定は排他となっており、「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０
２）が選択された場合は、「最新のプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０４）は
非選択状態となる。またその逆に「最新のプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０
４）が選択された場合は、「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）
が非選択状態になる。デフォルト状態では「選択したプリントキューを残す」ラジオボタ
ン（８４０２）が選択状態となる。
【００６６】
　「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）が選択状態の場合、リス
トボックス（８４０３）の選択が有効になる。プリントジョブマネージャー（１２５）は
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、ホストコンピュータ（１０１）上に存在するプリントキューの内、ドライバ管理部（１
２５２）が作成したものをリストアップし、リストボックス（８４０３）へ表示する。但
しドライバ管理部（１２５２）が作成したものではなく特殊なものであるので、このリス
トには仮想プリンタドライバ（１２６）のプリントキューであるＶｉｒｔｕａｌ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ（８００１）は含まれない。「選択したプリントキューを残す」ラジ
オボタン（８４０２）が選択状態で「ＯＫ」ボタン（８４０６）が押下された場合、プリ
ントジョブマネージャー（１２５）は、リストボックス（８４０３）で選択されていない
ものを削除対象と認識する。
【００６７】
　「最新のプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０４）が選択状態の場合、個数の
スピンボックス（８４０５）での指定が有効になる。「最新のプリントキューを残す」ラ
ジオボタン（８４０４）が選択状態で「ＯＫ」ボタン（８４０６）が押下された場合、プ
リントジョブマネージャー（１２５）は、個数のスピンボックス（８４０５）での設定が
有効であることを認識する。この設定で削除対象とするプリントキューは、「選択したプ
リントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）で選択と同様に、ホストコンピュータ（
１０１）上にドライバ管理部（１２５２）が作成したものに限定される。この設定では、
指定された個数まで、利用された日時が新しいプリントキューを残し、それ以外のプリン
トキューを削除することになる。また仮想プリンタドライバ（１２６）のプリントキュー
であるＶｉｒｔｕａｌ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍｏｄｅｌ（８００１）も同様に含まれない。
【００６８】
　加えて、「削除方法指定」のダイアログ（８４００）には、「不要となったプリンタド
ライバを削除する」チェックボックス（８４０６）が存在する。デフォルト状態では、こ
のチェックボックス（８４０６）は、チェックなしである。このチェックボックス（８４
０１）がチェックされた状態で、「ＯＫ」ボタン（８４０６）が押下された場合、プリン
トジョブマネージャー（１２５）は、プリントキューと関連付けがなくなったプリンタド
ライバ自体の削除要求を受けたと判断する。「削除方法指定」のダイアログ（８４００）
で設定された情報を元にプリントジョブマネージャー（１２５）は、ドライバ管理部（１
２５２）へプリンタドライバ整理処理を依頼する。プリンタドライバ整理処理の詳細は図
１２のフローチャートを用いて後述する。
【００６９】
　図１２にドライバ管理部（１２５２）によるプリントキューの整理処理のフローチャー
トを示す。本実施例では、この処理は図７で示した印刷処理のシーケンスにおいて、印刷
完了後のプリントキュー整理処理（Ｓ７１８）のタイミングでドライバ管理部（１２５２
）によって実行される。
【００７０】
　プリントキューの整理処理はＳ１２００より開始され、ドライバ管理部（１２５２）は
、プリントキューのデータ構造（３０２）に対して、ドライバ管理部（１２５２）が自動
生成したプリントキューであることを示す自動生成識別子（３０６）を追加する。更に加
えてドライバ管理部（１２５２）は、プリントキューのデータ構造（３０２）の更新日時
（３０７）に現在の日時を記す（Ｓ１２０１）。
【００７１】
　次に、図７のデスプール（Ｓ７１５）のタイミングで、実際の印刷描画に用いたプリン
トキューが自動生成されたものであれば、プリントキューのデータ構造（３０２）の更新
日時（３０７）を現在の日時に更新する（Ｓ１２０２）。ドライバ管理部（１２５２）は
、一旦、図７の出力準備処理（Ｓ７１１）のタイミングで新規作成されたプリントキュー
のすべてのリストを取得する（Ｓ１２０３）。このリストをここでは削除候補プリントキ
ューリストと呼称する。
【００７２】
　ドライバ管理部（１２５２）は、「出力デバイス特定」ダイアログ（８１００）の「印
刷したプリントキューを残す」のチェックボックス（８１０５）が選択状態かを確認する
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（Ｓ１２０４）。もし非選択状態だった場合、Ｓ１２０６へ進む。もし選択状態だった場
合、ドライバ管理部（１２５２）は、実際の印刷描画に用いたプリントキューが削除候補
プリントキューリストにあれば除外（Ｓ１２０５）し、その後、Ｓ１２０６へ進む。この
処理により、図７のデスプール（Ｓ７１５）のタイミングで実際の印刷描画に用いたプリ
ントキューを、削除候補より外すことができる。
【００７３】
　ドライバ管理部（１２５２）は、「削除方法を指定する」チェックボックス（８４０１
）が選択状態であるか確認する。もし非選択状態だった場合、図８（ｅ）の「削除方法指
定」のダイアログ（８４００）で追加の詳細な削除方法が指定されていないので、Ｓ１２
１３へ進む。その後、ドライバ管理部（１２５２）は、削除候補プリントキューリスト中
のプリントキューを削除し（Ｓ１２１３）、プリントキューの整理処理を終了する（Ｓ１
２１４）。Ｓ１２１３の削除候補プリントキューリスト中のプリントキューの削除処理は
、図１３を用いて後で説明する。一方、「削除方法を指定する」チェックボックス（８４
０１）が選択状態の場合、「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）
もしくは「最新のプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０４）の選択状態で処理フ
ローを切り替える（Ｓ１２０７）。
【００７４】
　「選択したプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０２）が選択状態である場合、
Ｓ１２０８へ進む。Ｓ１２０８においてドライバ管理部（１２５２）はリストボックス（
８４０３）上で選択されたプリントキューを削除候補プリントキューリストより除外する
。その後、ドライバ管理部（１２５２）は削除候補プリントキューリスト中のプリントキ
ューを削除し（Ｓ１２１３）、プリントキューの整理処理を終了する（Ｓ１２１４）。
【００７５】
　「最新のプリントキューを残す」ラジオボタン（８４０４）が選択状態である場合、Ｓ
１２０９へ進む。Ｓ１２０９においてドライバ管理部（１２５２）は削除候補プリントキ
ューリストを一旦クリアーする。続けて、ドライバ管理部（１２５２）はホストコンピュ
ータ（１０１）上に存在するプリントキューのうち自動生成識別子（３０６）を有するプ
リントキューのリストを取得する（Ｓ１２１０）。ドライバ管理部（１２５２）は取得し
たプリントキューのリスト中のプリントキューの個数を、「個数」スピンボックス（８４
０５）で指定された数値と比較する（Ｓ１２１１）。もしプリントキューの個数が指定数
を超えていない場合、Ｓ１２１４へ進み、プリントキューの整理処理を終了する。もしプ
リントキューの個数が指定数を超えている場合、取得したプリントキューのリストを更新
日時（３０７）でソートし、古い日時のものから超過数分のプリントキューを削除候補プ
リントキューリストとする（Ｓ１２１２）。その後、ドライバ管理部（１２５２）は削除
候補プリントキューリスト中のプリントキューを削除し（Ｓ１２１３）、プリントキュー
の整理処理を終了する（Ｓ１２１４）。
【００７６】
　図１３にドライバ管理部（１２５２）によるプリントキューの削除処理のフローチャー
トを示す。このフローチャートは図１２のプリントキューの整理処理のフローチャートの
Ｓ１２１３の詳細処理を示すものである。
【００７７】
　本処理はＳ１３００より開始され、ドライバ管理部（１２５２）は、ＯＳ（１２２）提
供の関数をコールすることにより、図３に示したプリンタドライバ、プリントキュー、ポ
ートの各種情報を取得する。それらの情報を用いて、図１２のプリントキューの整理処理
のフローチャートで生成した削除候補プリントキューリストに含まれるすべてのプリント
キュー（３０２）に関連付けられているプリンタドライバ（３０１）のリストを作成し保
存する（Ｓ１３０１）。このリストは、削除候補プリンタドライバリストであり、Ｓ１３
０９以降で、もし不要となったプリンタドライバがあれば削除されることになる。
【００７８】
　次にドライバ管理部（１２５２）は、削除候補プリントキューリストのすべてのプリン
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トキューを処理したか判断する（Ｓ１３０２）。ドライバ管理部（１２５２）は、削除候
補プリントキューリストに未処理のプリントキューがある場合はＳ１３０３へ進み、未処
理のプリントキューの何れかを取得し、現在の削除候補プリントキューとする。ドライバ
管理部（１２５２）は、現在の削除候補プリントキューに印刷中もしくは待機中のジョブ
があり、プリントキューを使用中か判断する（Ｓ１３０４）。もしプリントキューが使用
中の場合は、ドライバ管理部（１２５２）は、ユーザへ削除してよいかの確認メッセージ
（不図示）を表示する（Ｓ１３０５）。ここで、ドライバ管理部（１２５２）は、ユーザ
からの削除要求をうけた否かを判断する（Ｓ１３０６）。ユーザからの削除要求が「はい
」の場合、現在の削除候補プリントキューの削除処理を行うためにＳ１３０７へ進む。ユ
ーザからの削除要求が「いいえ」の場合はＳ１３０８へ進み、現在の削除候補プリントキ
ューの削除処理を行わず、Ｓ１３０２に戻る。Ｓ１３０４で、現在の削除候補プリントキ
ューが使用中でないと判断された場合は、現在の削除候補プリントキューの削除処理を行
うために、Ｓ１３０７へ進む。Ｓ１３０７において、ドライバ管理部（１２５２）は、Ｏ
Ｓ（１２２）提供の関数をコールすることにより、現在の削除候補プリントキューの削除
処理を実施し、その後、Ｓ１３０２へ戻る。ここで、もし何らかの理由でＯＳ（１２２）
が現在の削除候補プリントキューを削除できない場合は、削除できなかった旨のエラーメ
ッセージ（不図示）を表示してからＳ１３０２へ戻る。Ｓ１３０２で、ドライバ管理部（
１２５２）が削除候補プリントキューリストのすべてのプリントキューを処理したと判断
した場合、Ｓ１３０９へ進む。
【００７９】
　Ｓ１３０９においてドライバ管理部（１２５２）は、「不要となったプリンタドライバ
を削除する」チェックボックス（８４０６）が選択されているか確認する。もし選択され
ていない場合は、Ｓ１３１６へ進み、プリントキューの削除処理を終了する。もし選択さ
れている場合は、Ｓ１３１０へ進む。
【００８０】
　Ｓ１３１０において、ドライバ管理部（１２５２）は、Ｓ１３０１で生成した削除候補
プリンタドライバリストのすべてのプリンタドライバについてＳ１３１１以降の処理を行
ったかを判断する。もし削除候補プリンタドライバリストのすべてのプリンタドライバに
ついて処理した場合、ループ処理から抜けてＳ１３１６へ進み、プリントキューの削除処
理を終了する。もし削除候補プリンタドライバリストに未処理のものがある場合はＳ１３
１１へ進み、未処理のプリンタドライバの何れかを取得して現在の削除候補プリンタドラ
イバとする。Ｓ１３１２では、ドライバ管理部（１２５２）は、現在の削除候補プリンタ
ドライバが、汎用プリンタドライバ（１２７）か、もしくは仮想プリンタドライバ（１２
６）でないことを、そのモデル名を用いて判断する。もし現在の削除候補プリンタドライ
バが、それらのプリンタドライバである場合、次回以降の仮想プリンタドライバ（１２６
）を用いた印刷を可能とするために、Ｓ１３１５へ進み、ドライバ管理部（１２５２）は
現在の削除候補プリンタドライバを削除せずに、Ｓ１３１０に戻る。もし現在の削除候補
プリンタドライバが、汎用もしくは、仮想プリンタドライバでない場合、Ｓ１３１３へ進
む。なお本実施例では、モデル名を用いて、汎用プリンタドライバ（１２７）か、もしく
は仮想プリンタドライバ（１２６）であるかを判断したが、特に識別情報や方法を限定す
る必要はない。例えばプリントードライバ構成情報（３０４）の一部の情報として、別に
識別子を持っていてもよい。
【００８１】
　Ｓ１３１３において、ドライバ管理部（１２５２）は、ＯＳ（１２２）提供の関数をコ
ールすることにより、図３に示したプリンタドライバ、プリントキュー、ポートの各種情
報を取得する。現在の削除候補プリンタドライバが他のプリントキューに関連付けられて
いるかを判断する。もし現在の削除候補プリンタドライバに関連付けられたプリントキュ
ーが存在しなければ、Ｓ１３１４に進み、現在の削除候補プリンタドライバを削除する。
もし現在の削除候補プリンタドライバに関連付けられたプリントキューが存在する場合、
Ｓ１３１５に進み、現在の削除候補プリンタドライバを削除せずに、Ｓ１３１０に戻る。
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Ｓ１３１４において、ドライバ管理部（１２５２）は、ＯＳ（１２２）提供の関数をコー
ルすることにより、現在の削除候補プリントードライバの削除処理を実施し、その後Ｓ１
３１０へ戻る。もし何らかの理由でＯＳ（１２２）が現在の削除候補プリンタドライバを
削除できない場合は、削除できなかった旨のエラーメッセージ（不図示）を表示し、Ｓ１
３１０に戻る。
【００８２】
　以上より、ホストコンピュータ上のプリントキューを適切に管理することにより、ユー
ザが必要とするプリントキューのみ残すことが可能となり、次回以降のプリントキューの
選択が容易になる。よって、ユーザの利便性が著しく向上する。
【００８３】
　図１４のシーケンス図を用いて「編集プレビュー」ダイアログ（８２００）の「戻る」
ボタン（８２０６）を押下した場合のプリントキュー整理処理を示す。Ｓ７００～Ｓ７１
３までシーケンスは図７と同じ処理である。ここでは説明を省略する。
【００８４】
　Ｓ１４００で「戻る」ボタン（８２０６）のユーザによる押下をうけて、プリントジョ
ブマネージャー（１２５）は、「編集プレビュー」ダイアログ（８２００）から「出力デ
バイス特定」ダイアログ（８１００）へ画面遷移を行う（Ｓ１４０１）。その画面遷移を
うけて出力デバイス特定処理（１２５１）は、ドライバ管理部（１２５２）へプリントキ
ュー整理依頼を出す（Ｓ７１７）。そして、ドライバ管理部（１２５２）は、「削除方法
指定」のダイアログで指定された情報でプリントキュー整理処理を実行する（Ｓ７１８）
。この処理により、印刷処理の過程であっても、プリントキューの総数を抑えることがで
きる。
【００８５】
　なお、「編集プレビュー」ダイアログ（８２００）から「出力デバイス特定」ダイアロ
グ（８１００）へ画面遷移を行う度に、ドライバ管理部（１２５２）はプリントキュー整
理処理（Ｓ７１８）を実行する必要はない。例えば現在の印刷シーケンスの「戻る」ボタ
ン（８２０６）の回数をカウントし、一定回数毎にドライバ管理部（１２５２）がプリン
トキュー整理処理を実行する方法でもよい。その後の印刷シーケンスは図７のＳ７０９以
降の手順と同様であり、ここでは説明を省略する。
【００８６】
　以上、図７と図１４のシーケンスを用いて、仮想プリンタドライバを用いた印刷処理シ
ーケンス内でのプリントキュー整理処理の実行を説明した。
【００８７】
　実際に印刷につかったプリントキューなどの外部メモリに保存管理することにより、プ
リントキュー整理処理（Ｓ７１８）の実行は、上記タイミングに限定する必要はなく、他
のタイミングでも実施することが可能になる。例えば、次回の印刷のタイミングで、出力
準備処理（Ｓ７１１）を行う前にプリントキュー整理処理（Ｓ７１８）を実行しても良い
。また仮想プリンタドライバ（１２６）などのユーザインターフェースにボタンを設け、
印刷とは関係のないタイミングでユーザによるその押下を受け実行してもよい。さらに、
例えば印刷処理と直接関係ないタイミングであるホストコンピュータ（１０１）へのユー
ザのログオンまたはログオフ時や、定期的なタイマー間隔を設けて実行してもよい。
【００８８】
　ＯＳ（１２２）が提供する機能として、設置後のプリントキュー名称を別名に変更でき
る機能が存在する。このプリントキュー名称の変更に追従するために、上記では、プリン
トキューのデータ構造（３０２）に、自動生成識別子（３０６）と更新日時（３０７）を
保存し、プリントキュー名称変更に影響を受けない構成とした。もし特に設置後のプリン
トキュー名称がなされない運用を前提とすれば、それらの情報保存先をプリントキューの
データ構造（３０２）に限定する必要はない。例えばプリントキュー名称をキーとしたプ
リントキューのデータ構造（３０２）と同様なデータ構造を用意し、外部メモリ（１２１
）へ自動生成識別子（３０６）や更新日時（３０７）を保存することも可能である。また
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アクセス制限などにより、プリントキューのデータ構造（３０２）に書き込めない場合も
同様に他のデータ構造を用意して管理することもできる。
【００８９】
　図１２のＳ１２０２では、ドライバ管理部（１２５２）が、プリントキューのデータ構
造（３０２）の更新日時（３０７）に現在の日時を記した。仮に汎用プリンタドライバ（
１２７）や専用プリンタドライバ（１２８）が印刷完了時の更新日時（３０７）の更新を
する仕組み（Ｓ１２０２）を持てば、仮想プリンタドライバ経由でないそれらの直接指定
の印刷時も更新日時（３０７）の更新が可能になる。更にＯＳ（１２２）が印刷の監査機
能を持っている場合、その監査ログよりプリントキューの利用状況を判断することができ
る。その場合、更新日時（３０７）として独自データ構造を持たなくても実現可能である
。
【００９０】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。

【図１】 【図２】
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